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事例26◆ 阪南大学

１．本学の概要

阪南大学は1965（昭和40）年４月に設立され、「意欲

と自主性に満ち、総合的な分析・判断能力をもち国際

化・情報化時代に活躍できる人間性豊かな人材を育成

すること」を目標とし、あわせて地域社会の要望と課

題に応え、その発展に貢献している。

現在は、本キャンパスに経済学部経済学科、流通学

部流通学科、経営情報学部経営情報学科が、南キャン

パスには国際コミュニケーション学部国際コミュニケ

ーション学科、国際観光学科がある総合大学であり、

約5,000名の学生が学んでいる。

本学では、意欲と自主性に満ち、総合的な分析判断

力をもって、国際化・情報化時代に活躍できる人材を

育成するために実学教育を教育理念としており、その

実現のため、入学前より積極的に「入学前教育プログ

ラム」を実施し、入学後も卒業時点の目標の設定及び

その達成の手助けとなる実学実践のキャリア支援に力

を注いでいる。

また地域の企業等に蓄積された実績・情報を大学で

吸収し、大学に蓄積された知的財産と合体させること

により理論化し、 授業や社会人教育への還元を目的

に、寄付講座・公開講座などを実施している。さらに

学生の海外派遣やインターンシップ教育、情報処理教

育等、国際化・情報化に対応した多様な学習環境の充

実にも力を入れている。

２．本取組の概要

本取組は、キャリア教育を生涯を通じた持続的就業

力の育成を目指すものと位置づけ、大学・産業界・地

域社会を結ぶ「阪南コネクション」を構築することに

よってきめ細かなキャリア教育と就職支援の実現を目

指すものである。実学教育を重視する本学では、８年

前から「就職に強い大学」を標榜し、キャリア教育、

就職支援、資格取得支援の三本柱によるキャリア支援

プログラムを展開し、 着実な成果を上げてきた（図

１）。この実績のもとに就職支援体制をさらに拡充す

るため、次の２項目を実行する。

（１）大学（教職員・同窓生・保護者）、産業界（関西

経済連合会や中小企業家同友会）、地域社会（松原市

等周辺都市）とのネットワークを構築し、キャリア教

育科目の拡充（阪南コネクション総合講座）と学生の

就職支援に活用する。

（２）就職相談の強化、就職未決定者や内定取消者へ

の迅速な対応、就職情報の提供、土日や休業期間中の

相談体制の確立等キャリアセンターの事業を強化する。

図１ キャリア支援プログラム

３．本取組の趣旨・目的・達成目標

（１）取組の趣旨・目的

本取組においては、大学を核に産業界や地域社会と

のネットワーク（阪南コネクション）を構築すること

により、その知的・人的資源を活用して学生の心のケ

アを含めた就職相談、就職情報提供の充実を図る。ま

た、実学実践の観点から教育課程に配置するキャリア

教育科目をさらに拡充することを通じて、学習意欲、

自主性、総合的な分析判断能力の向上等の教育力を高

めることを目的としている。

（２）達成目標

本学では８年前からキャリア教育を導入し、キャリ

ア支援プログラムを展開することによって、着実な成
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果を上げてきた。例えば、就職するために必要な能力

・資質を養成することを目的としている１年次配当の

「キャリアデザイン」、２年次配当の「キャリアアッ

プ」等のキャリア教育科目においては経済産業省の社

会人基礎力のプログラム等を取り入れることにより、

実際に社会で必要な能力・資質を養成している。本取

組では、このキャリア教育をさらに推進するために産

業界や地域社会との連携からなる「阪南コネクション

総合講座」をキャリア教育科目として開講し、構築さ

れたネットワークを有効に就職支援の強化に活用す

る。具体的には、①キャリア教育科目の受講者数の増

加、②在学生の学習支援・卒業生就職支援データベー

スの登録者数の増加、③就職相談件数の増加、④産業

界との連携（提携企業）による求人件数・就職者数の

増加等、 これらの達成を図ることを目標とする（図

２）。

図２ 阪南コネクション（ネットワーク）

４．本取組の具体的内容・実施体制

（１）取組の具体的内容

（ⅰ）阪南コネクション総合講座の開設

本取組では、生涯を通じた持続的就業力の育成を目

指すものと位置づけ、大学・産業界・地域社会を結ぶ

ネットワークを構築することで、きめ細かなキャリア

教育と就職支援の実現を目指し、実学教育を重視した

キャリア教育科目を拡充する。具体的には大学、産業

界、地域社会とのネットワークを構築し、2010（平成

22）年度から「阪南コネクション総合講座」を開設する。

この取組を展開する上で、初年度 （2009（平成21）年

度） は準備段階として大学を核に産業界や地域社会と

連携するためのネットワーク作りを行う。

産業界は企業をはじめ、大阪府中小企業家同友会等

の協定先との連携を図る。また、地域社会では松原市

等行政との連携を深め、総合講座開設のためのネット

ワーク「阪南コネクション」を構築する。

2010（平成22）年度からは本格的にこのネットワーク

を生かした「阪南コネクション総合講座」を正課授業 

（単位認定） として開講する。

「阪南コネクション総合講座」は低学年の学生を対

象としており、産官学連携のネットワークを生かした

講義（理論）と実習（フィールドワーク）を融合させ

た新たなキャリア教育科目である。学生が直接企業や

行政等の産業界や地域社会の中で実習を行うことで、

行動力、コミュニケーション力、プレゼンテーション

能力等の社会で必要となる力を養成することが可能と

なる。例えば、学生はいくつかのグループに別れて調

査テーマを設定し、各グループは本学とコネクション

のある企業を訪問し、経営者をはじめ企業関係者に調

査（インタビュー）を行う。そこから企業と学生（自

分）の関係性（結びつき）を理解し、学生（自分）が現

実とのギャップを感じることで、行動力やコミュニケ

ーション力などの必要性に気づくことになる。 さら

に、こうした実習体験から教養科目や専門科目の必要

性も感じることで、学習意欲、自主性、総合的な分析

能力の向上等の教育効果が期待できる（図３）。

図３ 阪南コネクション総合講座

（ⅱ）学生の利便性が高いデータベースの構築

初年度 （2009（平成21）年度） は学生にとって利便性

の高い在学生の「学習支援データベース」及び「卒業

生就職支援データベース」を構築し、それらを学生が

活用することで、就職支援の強化を図る。学習支援デ

ータベースは３年次生を対象にして、Web上でSPIな

どの筆記試験対策が利用できる。具体的にはWeb上

でSPI２、CAB、GAB、クレペリン、適性適職診断、

一般常識、ビジネスマナーなどを実施して選考対策に

活用できる。またこのデータベースは受験履歴等を自

己管理することができ、学生の弱点を重点的に克服す
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るなど、学生にとっては利便性が高いものとなってい

る（図４）。卒業生就職支援データベースは求人情報と

OB・OGの就職先情報を関連づけて検索できること

で、就職活動に生かす。こうしたデータベースの運用

については、キャリア委員会から教授会を通じて、各

ゼミ担当教員に案内し、学生を誘導することになって

いる。またキャリアセンターでは、データベースにお

ける学生の利用情報管理を行い、学生個別の利用状況

及びゼミ毎の集計を行うことで、あらゆる角度で分析

が可能な体制になっており、各ゼミ担当教員との連携

が図れるようになっている。さらにキャリアガイダン

スや就職セミナー等を通して、学生の利用促進のため

の情報発信を行うなど、就職支援をさらに強化してい

く。

図４ 学習支援 データベース

（ⅲ）就職相談体制の拡充

学生の将来についての不安や就職相談での悩みをサ

ポートするため、入学時の早い段階からキャリア支援

を実施しキャリアカウンセラー３名を配置して対応し

ているが、相談者数の増加とともに迅速できめ細かな

対応が必要となり、初年度 （2009（平成21）年度） はキ

ャリア相談員１名及び卒業生相談員２名を増員し、就

職相談体制の拡充を図る。キャリア相談員は企業訪問

による求人開拓をはじめ、 企業と学生のマッチング

等、 就職未決定者や内定取消しへの迅速な対応を行

う。卒業生相談員は、在学生にとって親しみのある卒

業生の立場から相談の対応を行う。これら相談員の拡

充とともに就職情報の提供や土曜日の相談体制の確立

等、キャリアセンターの事業を強化する（写真１、写

真２）。

（ⅳ）産業界との連携を強化

阪南コネクションというネットワークを構築するこ

とで産業界との連携を強化し、求人件数や就職者数の

増加を図る。現在のように企業の求人件数が減り、雇

用不安が拡大する現況にあって、就職環境はさらに厳

しさを増してきている。こうした状況の中で現在、イ

ンターンシップの実績があり、本学との包括協定を結

んでいる大阪府中小企業家同友会等の学外組織との協

力体制を築いてさらに連携を強化していく。

（２）取組の実施体制

学長を中心として構築される「阪南コネクション」

による産官学の支援のもと、キャリア担当副学長と教

務部及びキャリアセンターが実施組織を形成し、サテ

ライトや学生部、学部教員にも本取組の対象を波及さ

せる。各部署が連携してキャリア教育の拡充と就職支

援体制の強化に努めることにより、全学的な学生支援

が可能な体制となっている。

５．本取組の評価体制・評価方法

本取組では、内部評価と外部評価を組み合わせて、

現場評価、全学的評価、学外評価の３つに分けて行う。

（１）現場評価は、キャリア委員会が各取組内容につ

いて個々の効果を検討し、改善の計画・体制・内容・

結果等の評価・検討を行う。

（２）全学的評価は、学長を中心とする教育研究等を

点検評価する自己評価運営委員会で改善効果等の内部

評価を行う。

写真１ キャリア相談員

写真２ 卒業生相談員



－　112　－

事例26◆ 阪南大学

（３）外部評価は、企業や地域社会の有識者からなる

委員会による評価を受けることにより、厳格かつ公正

で客観的な評価体制を構築する。

６．本取組の実施計画等

本取組では、初年度 （2009（平成21）年度） は次の項

目を行う。

（１）阪南コネクションの構築を行う。大学（教職員

・同窓生・保護者）、産業界（大阪府中小企業家同友

会等）、地域社会（松原市等周辺都市）との連携方法

等について検討を行い、各界との調整を行う。

（２）阪南コネクション総合講座開設のための準備を

行う。講座の内容及び講師の調整を行いシラバスを作

成する。

（３）在学生の学習支援・卒業生就職支援データベー

スを構築する。Web上で在学生が筆記試験対策等を

行える環境を整え、OB、OGの就職情報と求人情報を

関連づけた就職斡旋を行う。

（４）キャリア相談員や卒業生による相談員を増員し、

内定取消しや就職未決定の学生に対応する。キャリア

相談員１名と卒業生相談員２名を増員する。

（５）阪南コネクションを活用した企業提携を推進す

ることで、提携企業への就職者を増強する。

（６）２年目 （2010（平成22）年度） 以降は、同就職支援

データベースを完成させるとともに阪南コネクション

総合講座を開設し、本取組を推進する。

これらの取組をさらに充実・発展させ、キャリア教

育と就職支援の充実・発展を図る。
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